
　　

２
月
10
日
に
行
わ
れ
る
上
桧
木

内
地
区
の
小
正
月
行
事
、「
紙
風
船

上
げ
」
は
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災

な
ど
の
願
い
を
込
め
、
巨
大
な
紙

風
船
を
打
ち
上
げ
ま
す
。
浮
か
び

上
が
る
紙
風
船
の
燈
火
が
夜
空
に

き
ら
め
く
真
冬
の
風
物
詩
で
す
。

　

約
２
ヵ
月
ほ
ど
前
か
ら
、
上
桧

木
内
の
８
つ
の
集
落
で
は
、
準
備

が
始
ま
り
ま
す
。
図
柄
の
選
定
、

紙
の
裁
断
、
下
絵
、
色
塗
り
等
、

地
域
で
力
を
合
わ
せ
進
め
ま
す
。

　

通
常
の
倍
の
高
さ
、
36
尺(

約
12

ｍ) 

の
巨
大
紙
風
船
を
作
る
、中
泊
・

寺
村
集
落
で
は
こ
の
日
、
会
館
と

紙
風
船
館
で
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
手
に
筆
を
持
ち
、
皆
一
心
に

下
絵
に
色
を
塗
っ
て
い
ま
し
た
。

　

紙
風
船
は
、
絵
や
文
字
を
描
い

た
和
紙
を
４
枚
貼
り
合
わ
せ
、
下

部
に
は
通
常
、
竹
の
輪
っ
か
を
取

り
付
け
完
成
し
ま
す
が
、
巨
大
紙

風
船
に
は
板
を
使
っ
た
、
特
別
の

輪
っ
か
が
使
わ
れ
ま
す
。「
軽
く
す

る
た
め
板
の
中
を
く
り
、
抜
い
た

り
工
夫
し
て
る
が
、
直
径
が
12
尺

(

約
４
ｍ)

あ
る
の
で
約
15
キ
ロ
ほ

ど
。
こ
れ
に
紙
が
組
み
合
わ
さ
る

と
25
キ
ロ
か
ら
30
キ
ロ
く
ら
い
に

な
る
」
と
の
こ
と
。

　

紙
風
船
館
の
交
流
室
で
は
そ
の

巨
大
紙
風
船
用
の
和
紙
が
広
げ
ら

れ
、
下
書
き
に
絵
付
け
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
大
き
さ
は
交
流
室

の
半
分
ほ
ど
に
も
な
り
、「
こ
こ
位

の
広
さ
が
な
い
と
作
業
が
で
き
な

い
」
と
の
話
も
納
得
で
す
。

　

今
年
の
図
柄
は
、
年
末
に
発
見

の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た

「
ク
ニ
マ
ス
」
と
地
元
の
大
事
な
交

通
手
段
「
内
陸
線
」
で
す
。
皆
さ

ん
は
絵
の
具
の
色
合
い
や
、
塗
り

方
な
ど
細
か
く
確
認
し
合
い
、
作

業
に
没
頭
。
紙
風
船
作
り
は
午
後

も
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
巨
大
紙
風
船
の
他
、

各
集
落
が
作
成
し
た
武
者
絵
や
美

人
画
が
描
か
れ
た
紙
風
船
が
、
夜

空
に
１
０
０
個
あ
ま
り
打
ち
上
げ

ら
れ
、
大
勢
の
観
客
を
今
年
も
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
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地
域
で
支
え
る
伝
統

上
桧
木
内
の「
紙
風
船
上
げ
」

地
域
で
支
え
る

36
尺
巨
大
紙
風
船

み
ん
な
の
願
い
が
夜
空
に

伝
統
の
小
正
月
行
事

人　モノ　自然

元気通信
ＧＥＮＫＩ‐ＴＳＵＳＨＩＮ

36 尺用の輪っかは工夫を凝らし強く、軽く

紙風船館では、中泊・寺村集落と宮田集落の
作業も大詰め。皆さん一致団結し、手際良く


